
 

 

以下は、エンタメ（都市伝説）として視聴者の好奇心を刺激しつつ、検証パートでは科学

的知見も丁寧に示す構成です。大震災など実在の被害については尊重を最優先し、固有事

例の断定は避けています。 

1：プロット（実況構成） 

1. コールドオープン（0:00〜0:40） 

• 暗転→地図→多数の地震点滅。「日本の地震は“誰か”にコントロールされている—

—？」 

• 視聴者に二択フック：「自然の揺らぎ」か「人の手」か。 

2. オープニング／主張提示（0:40〜1:30） 

• 都市伝説の骨子を 3 案に分類： 

A. 電磁波兵器説（HAARP など） 

B. 爆薬・海底装置説 

C. 地下流体・人工誘発説（工業活動で「誘発」されるタイプ） 

3. 「信者が挙げる痕跡」紹介（1:30〜3:30） 

• ①地震雲、②電離圏異常、③気象レーダーの“ノイズ”、④直前の動物異常行動…な

ど。 

• それぞれ「見える面白さ」と「科学的な弱点」を対で見せる。 

4. ターニングポイント 1：技術の“到達域”を検証（3:30〜6:00） 

• 「実際に人が揺らす」ことが起き得る領域＝“人工誘発地震”。 

• しかし大地震級の“自在コントロール”は現実離れ——規模とエネルギーの壁を提

示。USGS の「1 マグニチュード差でエネルギー約 32 倍」を視覚化（バーアニ

メ）。 (USGS) 

5. 中盤展開：日本の監視網と“露見リスク”（6:00〜8:00） 

• JMA の緊急地震速報・震源決定の仕組み、NIED の高密度観測網（Hi-

net/MOWLAS）を紹介。人為的異常が常時の監視で“バレやすい”構造。 (気象庁, 

気象庁データ, SpringerOpen) 

6. ターニングポイント 2：電磁波兵器説の中身（8:00〜9:30） 

• HAARP は電離圏研究施設であり、天気や地震を操れないと公式が FAQ で明記。 

(haarp.gi.alaska.edu) 

7. 心理のカラクリ（9:30〜10:30） 

• パターン認識過剰・確証バイアス・“見えた気がする”効果をストーリー仕立てで。 

8. 逆転の余韻：それでも消えない“物語の魅力”（10:30〜11:30） 

• 未知への不安が「操られている」という簡単な因果を呼び込む。 

• 「信じる？」と問いかけて視聴者参加型へ。 

9. まとめ・CTA（11:30〜12:00） 

• 情報リテラシーの一言＆コメント誘導。「あなたはどっち派？」 

https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/earthquake-magnitude-energy-release-and-shaking-intensity?utm_source=chatgpt.com
https://www.jma.go.jp/jma/en/Activities/eew.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/bulletin/catalog/notes_e.html?utm_source=chatgpt.com
https://earth-planets-space.springeropen.com/articles/10.1186/s40623-020-01250-x?utm_source=chatgpt.com
https://haarp.gi.alaska.edu/faq?utm_source=chatgpt.com


 

 

 

2：YouTube 動画用台本（約 7,000〜8,000 字） 

※読み上げ想定。演出メモは［映像］［SE/BGM］［テロップ］で補助。 

――――― 

【コールドオープン（0:00）】 

［映像］真っ黒→日本地図に白い点が次々と点滅。発光の間隔が徐々に短くなる。 

［SE］低いドローン音、遠くの雷鳴。 

［ナレーション］ 

「——今この瞬間も、日本列島は静かに、しかし確実にきしみ続けている。 

地震は“自然”の気まぐれなのか。それとも……“誰か”が手綱を握っているのか。」 

［テロップ］「地震は人の手でコントロールできる？」 

［ナレーション］ 

「今夜は、日本でささやかれ続ける“人工地震”の都市伝説を、骨の髄まで解剖する。」 

【OP ジングル（0:40）】 

［BGM］軽いサスペンス→番組ロゴ。 

［ナレーション］ 

「都市伝説・陰謀・歴史ミステリー——あなたの“常識”が揺らぐ 12 分へようこそ。 

最後に“あなた自身の答え”をコメント欄で教えてください。」 

【導入：3 つの仮説（0:55）】 

［映像］3 つのアイコン：アンテナ／爆弾／しずく。 

［ナレーション］ 

「“地震は人が起こせる”説は、大きく三つに分かれる。 

一つ目、電磁波兵器説。高出力の電波で地下の岩盤や電離圏に干渉し、震源を“刺激”する

というもの。 

二つ目、爆薬・海底装置説。見えない海底で“起爆”し、断層をすべらせるという主張。 

三つ目、地下流体による人工誘発説。——これは実は、完全なフィクションではない。」 

【前振り：信者が挙げる“サイン”（1:30）】 

［映像］空の帯状雲／レーダー画像のリング／動物の異常行動の SNS 投稿サムネ。 

［ナレーション］ 

「この手の話に必ず登場する“サイン”がある。たとえば地震雲。 

“ほら、帯状の雲が出た。明日揺れるぞ”と噂は広がる。 

気象レーダーの“輪っか”、直前に騒ぐペット、電離圏の乱れ—— 

確かに、あとから並べると、意味ありげに見える。 

けれども、これらは“相関”と“因果”を取り違える典型例でもある。」 

【検証①：人が起こす地震“もどき”の正体（2:20）】 

［映像］油井のイラスト／地下への矢印→断層。 



 

 

［ナレーション］ 

「では“人が地面を揺らす”ことは、現実に全くないのか？ 

答えは——ある。工業活動によって“誘発”される地震、いわゆる“人工誘発地震”だ。 

地下深くに大量の流体を圧入すると、断層面の摩擦が一時的に下がり、すべりやすくな

る。 

米国では、廃水注入などとの関連が統計的に示されている。 

ただし、ここで重要なのは“規模”だ。」 (USGS) 

［テロップ］「人工“誘発”＝人が“制御”できる、とは限らない」 

【検証②：エネルギーの壁（3:10）】 

［映像］バーグラフ：M5→M6→M7 とエネルギーが段階的に“約 32 倍”で跳ね上がるアニ

メ。 

［ナレーション］ 

「地震の規模はマグニチュードで表す。 

そして“1 大きくなるごとにエネルギーは約 32 倍”。 

つまり、M6 と M7 の差だけで“約 32 倍”、M5 から M7 へは“約 1000 倍”だ。 

人間が装置で自在に、M7 級のエネルギーを“狙った場所・狙ったタイミング”で解放する

—— 

その困難さは、想像以上だ。」 (USGS, earthquake.usgs.gov) 

【検証③：日本の監視網（4:10）】 

［映像］全国の地震計分布図→“EEW”点滅→速報テロップ風。 

［ナレーション］ 

「日本は世界でも指折りの“見張り網”を持つ。 

気象庁は緊急地震速報を、震源近傍の地震波を解析して数秒で発する。 

震源は P 波と S 波の到達時刻から逆算し、規模は波の振幅などから推定される。 

さらに NIED の Hi-net、MOWLAS といった高密度観測網が、陸と海のゆらぎを常時監視

している。 

もし“人工的な信号”が混ざれば、どこかで目立つはず—— 

言い換えれば、“やるなら”露見リスクが極めて高い。」 (気象庁, 気象庁データ, 

SpringerOpen) 

【中盤：電磁波兵器説の裏側（5:30）】 

［映像］アンテナ群の写真→“HAARP”の文字。 

［ナレーション］ 

「陰謀論で常連の“HAARP”。 

しかし公式の説明は明快だ。これは電離圏の性質を研究する装置で、 

天気を操ったり、地震を起こしたりはできない—— 

周波数帯や伝搬の物理からして、地中深くの断層に“直接”エネルギーを与える用途ではな

https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/science/induced-earthquakes?utm_source=chatgpt.com
https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/earthquake-magnitude-energy-release-and-shaking-intensity?utm_source=chatgpt.com
https://earthquake.usgs.gov/education/how_much_bigger.php?utm_source=chatgpt.com
https://www.jma.go.jp/jma/en/Activities/eew.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/bulletin/catalog/notes_e.html?utm_source=chatgpt.com
https://earth-planets-space.springeropen.com/articles/10.1186/s40623-020-01250-x?utm_source=chatgpt.com


 

 

い。」 (haarp.gi.alaska.edu) 

［テロップ小］「HAARP：高周波による電離圏研究施設」 

【補足：なぜ“それっぽく”見えるのか（6:30）】 

［映像］SNS タイムラインが猛スピードで流れる。 

［ナレーション］ 

「“前日、変な雲を見た→翌日、地震が来た” 

この“物語”は、強烈に記憶に残る。 

人は偶然の一致を因果と誤認しやすい。 

そして SNS の拡散は、無数の“たまたま”を選び集め、 

“やっぱりそうだ”という確証バイアスを加速する。 

都市伝説の火種は、こうして燃え広がる。」 

【視点転換：もし“人が関与”しているとしたら？（7:20）】 

［映像］暗転→“IF”の文字。 

［ナレーション］ 

「ここで、都市伝説のフィールドに一歩寄ってみよう。 

“人が関与”している可能性が最も現実的なのは、さきほど触れた“誘発”の領域だ。 

地下流体、巨大ダムの貯水、採掘、地熱—— 

これらが局所的な応力バランスを変え、微小〜中規模の地震を増やすことは成り立つ。 

でも、それは“自在のコントロール”とは違う。 

ボールを投げれば、どこかに当たる。——ただし、狙った的に当てるのは別問題だ。」 

(USGS) 

【日本という舞台装置（8:10）】 

［映像］四枚プレートの模式図：北米・太平洋・フィリピン海・ユーラシア。 

［ナレーション］ 

「日本列島は複数のプレートがせめぎ合う最前線。 

“そもそも揺れやすい場所”に住んでいる。 

プレート境界の巨大な応力が、数十年〜数百年スパンでじわじわ蓄積し、 

ある日、臨界を超える。 

この“自然の巨大な時計”は、人の都合に合わせてくれない。」 

［テロップ］「“地震国”という宿命」 

（※基礎的な震源決定・監視の文脈は JMA 等の公開情報に基づく） (気象庁データ) 

【クライマックス：理性とロマンの二択（9:10）】 

［映像］天秤：左に“巨大な自然”、右に“人の陰謀”。 

［ナレーション］ 

「ここまでの検証を、冷静に要約しよう。 

・工業活動が“誘発”する例は現実にある——しかし規模と場所の制御は極めて限定的。 

https://haarp.gi.alaska.edu/faq?utm_source=chatgpt.com
https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/science/induced-earthquakes?utm_source=chatgpt.com
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/bulletin/catalog/notes_e.html?utm_source=chatgpt.com


 

 

・マグニチュードが 1 上がるたび、エネルギーは約 32 倍。巨大地震の“自在操作”は桁違い

に非現実的。 

・日本の観測網は超高密度で、人工的な操作が持続的に成功する余地は薄い。 

では、なぜ“誰かが揺らしている”という物語は消えないのか？ 

——それは、恐怖に“形”を与えると安心できるから。 

“自然”というあいまいな怪物より、“誰か”という顔のある犯人の方が、ずっと理解しやす

い。」 

【ダウンテンポ：都市伝説の愉しみ方（10:10）】 

［映像］古いオカルト雑誌→現代の SNS へクロスフェード。 

［ナレーション］ 

「都市伝説は、世界の“見えない継ぎ目”を語るフィクションだ。 

楽しむこと自体は悪くない。 

ただし——現実の被害、現実の命を前にしたとき、 

私たちは“検証”というブレーキも持っていたい。」 

【エンディング（11:00）】 

［映像］地図の点滅が静まり、朝焼け。 

［ナレーション］ 

「あなたは、どちらを信じる？ 

“自然の時計仕掛け”か、“人の指先”か。 

コメント欄で、あなたの仮説を聞かせてほしい。 

そして、今日の内容が面白かったらチャンネル登録・高評価で、次の“謎”へ。」 

［テロップ］「次回：歴史地図に隠された“線”——古城は地震断層上に建つのか？」 

【クレジット直前：実用メモ（11:30）】 

［映像］チェックリスト。 

［ナレーション］ 

「最後に、実用メモ。緊急地震速報の音が鳴ったら——“まず身を低く・頭を守る・動かな

い”。 

家具固定・非常用持ち出し・家族の連絡手段、見直しておこう。」 (気象庁) 

――――― 

収録・編集のための追加メモ 

• トーン：前半を“物語としてワクワク”、後半を“検証でスッキリ”のコントラスト。 

• 映像素材： 

o JMA の EEW 概念図や地震計のイラストは自作素材で。公式ロゴ・図表の

転載は各ライセンス要確認。 

o エネルギー32 倍グラフはオリジナル図版化（USGS の一般知識を概念

化）。 (USGS) 

https://www.jma.go.jp/jma/en/Activities/eew.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/earthquake-magnitude-energy-release-and-shaking-intensity?utm_source=chatgpt.com


 

 

• 章立てテロップ： 

1. 「問題提起」→2.「仮説の全体像」→3.「“サイン”の正体」→4.「技術の限界」

→5.「監視網」→6.「電磁波説の検証」→7.「心理」→8.「結論」 

• 重要注意：実在の震災名・日付・人物・団体に“関与断定”はしない。誤情報と被災

者配慮の観点から。 

• 概要欄推奨文： 

「本動画は都市伝説を“物語”として紹介しつつ、公開情報に基づく検証も行ってい

ます。科学的合意や公的機関の説明については下記の参考リンクをご覧くださ

い。」 

 

本編内で根拠として触れた公開情報（参考・一部） 

• 人工“誘発”地震の説明と研究（USGS）。流体注入等で地震が誘発され得るが、制

御とは別物。 (USGS) 

• マグニチュードとエネルギー（“1 増えると約 32 倍”）。 (USGS, 

earthquake.usgs.gov) 

• 気象庁の緊急地震速報／震源・規模推定の仕組み。 (気象庁, 気象庁データ) 

• 日本の高密度観測網（NIED の MOWLAS/Hi-net）。 (SpringerOpen, OSTI) 

• HAARP 公式 FAQ：“天候や地震を操れない”。 (haarp.gi.alaska.edu) 

 

まとめ（台本の要点） 

• “コントロール”説は物語として刺激的。ただし、科学的検証では大地震級の自在操

作は非現実的。 

• 人工“誘発”は現実にあるが、スイッチのように狙って大地震を起こすこととは別概

念。 

• 日本は高密度で監視され、人工的な持続操作は露見リスク大。 

• エンタメは楽しみつつ、検証も忘れない——この二刀流が視聴者の信頼を生む。 

 

https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/science/induced-earthquakes?utm_source=chatgpt.com
https://www.usgs.gov/programs/earthquake-hazards/earthquake-magnitude-energy-release-and-shaking-intensity?utm_source=chatgpt.com
https://earthquake.usgs.gov/education/how_much_bigger.php?utm_source=chatgpt.com
https://www.jma.go.jp/jma/en/Activities/eew.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/bulletin/catalog/notes_e.html?utm_source=chatgpt.com
https://earth-planets-space.springeropen.com/articles/10.1186/s40623-020-01250-x?utm_source=chatgpt.com
https://www.osti.gov/biblio/20644071?utm_source=chatgpt.com
https://haarp.gi.alaska.edu/faq?utm_source=chatgpt.com

